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心地よい春風に背中を押されながら
走りました

（勝央町金時健康マラソン大会）



平
成
１６
年
度
か
ら
３
カ
年
計
画
で
国
が
進
め

て
き
た
三
位
一
体
改
革
は
、
平
成
１８
年
度
が
最

終
年
度
に
な
り
ま
す
。
地
方
へ
の
税
源
移
譲
の

先
行
き
は
ま
っ
た
く
不
透
明
な
う
え
、
国
の
財

政
難
を
理
由
に
地
方
交
付
税
の
抑
制
が
図
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
我
々
地
方
自
治
体
と
し

て
も
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
一
般
財
源

の
総
額
を
確
保
し
、
地
方
交
付
税
の
財
源
措
置

を
行
う
よ
う
国
に
対
し
て
強
く
働
き
か
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

勝
央
町
の
財
政
も
、
一
連
の
文
化
施
設
の
建

設
、
水
道
水
を
岡
山
県
広
域
水
道
企
業
団
か
ら

受
水
す
る
た
め
の
投
資
等
々
に
と
も
な
う
起
債

の
借
入
残
高
の
元
利
償
還
が
財
政
を
圧
迫
す
る

要
因
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
う
え
、

行
政
改
革
等
を
さ
ら
に
進
め
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
い
か
に
効
率
の
よ
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
る
か
、
皆
さ
ん
の
知
恵
や
ご
意
見

当
面
の
行
政
課
題

を
賜
り
な
が
ら
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
、
今
は
厳

し
い
冬
の
時
代
で
す
が
、
こ
れ
を
耐
え
し
の
ば

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
状
況
を
町

民
の
皆
さ
ん
に
も
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
将
来

の
財
源
確
保
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て
、
準
備

を
整
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

度
中
に
は
完
売
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
姫
神
線
南
の
畑

屋
・
為
本
・
黒
坂
に
ま
た
が
る
ゴ
ル
フ
場
予
定

地
の
跡
地
で
、
勝
央
町
が
取
得
し
て
い
る
１
６

９
ha
の
土
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
も
議
会
の

特
別
委
員
会
の
答
申
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
そ
の
道
路
網
等
の
基
本
構
想
を
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

議会報告

平成１８年勝央町議会第１回定例

会が３月８日から１０日間の会期で

開かれました。

町長の行政報告に続いて、専決

処分案件２件、条例・規約案件１５

件、平成１７年度補正予算案件１０

件、平成１８年度予算案件１３件が

上程され、原案のとおり可決され

ました。

平
成
１８
年

勝
央
町
議
会

第
１
回
定
例
会介

護
保
険
制
度
が
平
成
１８
年
４
月
か
ら
改
正

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
勝
央
町
で
は
、

４
月
か
ら
勝
央
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
立
ち
上
げ
、
対

象
者
の
総
合
的
な
相
談
窓
口
、
介
護
予
防
ケ
ア

プ
ラ
ン
の
作
成
、
訪
問
指
導
、
包
括
的
支
援
事

業
等
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

町
職
員
の
み
で
は
人
員
配
置
基
準
を
満
た
す
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
勝

央
苑
等
そ
の
他
の
機
関
か
ら
の
人
的
支
援
も
視

野
に
入
れ
、
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

介
護
保
険

こ
れ
ま
で
長
い
景
気
の
低
迷
が
続
き
ま
し
た

が
、
そ
の
景
気
も
少
し
ず
つ
回
復
基
調
に
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
裏
づ
け
る
よ
う

に
、
新
勝
央
中
核
工
業
団
地
へ
平
成
１６
年
４
月

に
（
株
）
釣
谷
電
子
が
進
出
・
操
業
を
始
め
て
以

来
、
平
成
１７
年
２
月
に
岡
山
中
央
陸
運
倉
庫

（
株
）、
３
月
に
オ
ガ
ワ
エ
コ
ノ
ス
（
株
）、
５
月

に
佐
用
池
田
電
機
（
株
）
と
、
次
々
に
立
地
・
操

業
を
始
め
て
い
ま
す
。
今
年
４
月
か
ら
は
、
平

賀
運
送（
株
）と
福
島
工
業（
株
）岡
山
第
２
工
場

が
操
業
開
始
の
予
定
で
す
。
３
月
６
日
に
は

（
株
）
板
屋
金
属
と
立
地
協
定
を
交
わ
し
、
４
月

か
ら
新
工
場
の
建
設
、
９
月
頃
か
ら
操
業
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
株
）
板
屋
金
属
と
言
え
ば
、

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
町
内
の
地
場
企
業

で
す
。
我
が
町
の
中
核
工
業
団
地
に
地
場
企
業

と
し
て
１
社
は
ぜ
ひ
進
出
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

新
勝
央
中
核
工
業
団
地
の
分
譲
地
の
残
り
も

２
万
２
千
㎡
程
度
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
本
年

企
業
誘
致

料
、
施
設
備
品
購
入
費
の
減
額
で
、
全
体
の
増

減
は
な
し
。

老
人
保
健
特
別
会
計

５，
５
２
２
万
４
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

１６
億
８，
５
９
２
万
８
千
円
と
す
る
。
主
な
も

の
は
、
医
療
費
給
付
費
。

介
護
保
険
特
別
会
計

８
９
６
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
７
億

８，
８
５
９
万
４
千
円
と
す
る
。
主
な
も
の
は
、

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
な
ど
。

勝
田
郡
精
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援
特
別

会
計８０

万
４
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
２，
２
６

４
万
２
千
円
と
す
る
。

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計

７
８
１
万
９
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
８，

７
８
７
万
３
千
円
と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
地

方
債
元
金
償
還
金
。

上
水
道
会
計

収
益
的
収
支
を
１，
７
５
９
万
７
千
円
減
額

し
、
総
額
を
３
億
９，
７
４
４
万
７
千
円
と
す

る
。
ま
た
、
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額

に
対
し
て
不
足
す
る
分
を
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
で
補
て
ん
す
る
金
額
１
億
７
２
９
万

６
千
円
を
１
億
８，
０
２
７
万
４
千
円
に
改
め

る
も
の
。

一
般
会
計

４
４
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
４７
億
２，

１
８
４
万
１
千
円
と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
ア

ス
ベ
ス
ト
対
策
工
事
費
な
ど
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

２，
８
９
２
万
１
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

１０
億
７，
１
３
２
万
５
千
円
と
す
る
。
主
な
も

の
は
、
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
な
ど
。

交
通
災
害
共
済
特
別
会
計

２０
万
７
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
７
２
０
万

７
千
円
と
す
る
。

公
共
下
水
道
特
別
会
計

９
３
２
万
１
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
１５
億

６，
５
１
６
万
８
千
円
と
す
る
。
主
な
も
の
は
、

地
方
債
利
子
償
還
金
や
処
理
場
管
理
作
業
用
器

具
購
入
費
の
減
額
。

心
身
障
害
者
自
立
更
生
施
設
事
業
特
別
会
計

共
済
費
、
需
用
費
の
増
額
と
役
務
費
、
使
用

行

政

報

告

補

正

予

算

小
学
校
の
再
編
整
備

耐
震
診
断
の
結
果
、
補
強
が
必
要
だ
と
さ
れ

た
勝
間
田
小
学
校
か
ら
手
掛
け
る
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
耐
力
度
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
が
３
月
末
に
は
出
る

予
定
で
す
。

ま
た
、
北
部
３
校
の
統
合
問
題
に
つ
い
て
も
、

地
区
懇
談
会
等
を
開
催
し
、
で
き
る
だ
け
早
く

そ
の
位
置
等
の
結
論
を
出
し
て
、
準
備
に
取
り

か
か
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
営
住
宅
使
用
料
の
長
期
滞
納
に
お
け
る

家
賃
請
求
の
訴
訟
（
２
件
）

町
営
住
宅
使
用
料
の
長
期
滞
納
に
お
け
る

住
宅
明
渡
し
請
求

専

決

処

分

交
通
災
害
共
済
条
例
の
廃
止

交
通
災
害
共
済
を
廃
止
す
る
も
の
。
た
だ
し
、

平
成
１７
年
度
に
発
生
し
た
交
通
災
害
に
係
る
見

舞
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
例
に
よ
る
。

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関

す
る
条
例
の
制
定

職
員
の
任
免
・
職
員
数
・
給
与
・
勤
務
時
間

等
の
状
況
を
公
表
す
る
も
の
。

国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
制
定

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の

た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
国
民

保
護
協
議
会
を
設
置
す
る
も
の
。

国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急
対
処
事
態

対
策
本
部
条
例
の
制
定

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の

た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
国
民

保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部

を
設
置
す
る
も
の
。

保
健
福
祉
推
進
委
員
会
設
置
条
例
の
制
定

高
齢
者
及
び
心
身
障
害
者
等
の
保
健
福
祉
の

効
果
的
推
進
と
各
種
事
業
の
適
正
か
つ
円
滑
な

実
施
を
図
る
た
め
、
保
健
福
祉
推
進
委
員
会
を

条

例

案

件

2006.4月号�しううおょしううおょ広
報 2町議会選挙 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で2006.4月号�しううおょしううおょ広

報3 町議会選挙 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題

勝
央
町
が
所
有
す
る
建
物
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
が
、
学
校
関
係
で
は
使
用
さ
れ
て
い
る

建
物
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
現
在

一
部
使
用
停
止
に
し
て
い
る
勝
央
公
民
館
と
農

業
共
済
組
合
に
は
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
１
日
も
早
く
措
置
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

設
置
す
る
も
の
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

給
料
表
の
水
準
を
平
均
４
・
８
％
、
中
高
齢

層
に
つ
い
て
は
更
に
２
％
程
度
の
引
き
下
げ
を

行
う
も
の
。

税
条
例
の
一
部
改
正

固
定
資
産
税
及
び
町
県
民
税
の
前
納
報
奨
金

の
率
を
１，
０
０
０
分
の
５
か
ら
１，
０
０
０
分

の
２
に
改
正
す
る
も
の
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
係
る
第
１
号

被
保
険
者
の
保
険
料
を
改
正
す
る
も
の
。

消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

消
防
団
の
定
数
を
４
２
７
人
か
ら
３
８
５
人

に
改
正
す
る
も
の
。

岡
山
県
消
防
補
償
等
組
合
の
解
散
及
び
財

産
処
分

岡
山
県
消
防
補
償
等
組
合
を
解
散
し
、
岡
山

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
へ
財
産
を
継
承
さ
せ

る
も
の
。

岡
山
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変

更
岡
山
県
消
防
補
償
等
組
合
の
事
務
を
岡
山
県

市
町
村
総
合
事
務
組
合
へ
継
承
さ
せ
、
岡
山
市

な
ど
６
市
の
加
入
を
承
認
す
る
も
の
。

岡
山
県
市
町
村
税
整
理
組
合
規
約
の
変
更

岡
山
県
市
町
村
税
整
理
組
合
に
新
た
に
高
梁

市
を
加
入
さ
せ
、
美
作
地
区
の
議
員
定
数
を
１

人
減
少
し
組
合
議
員
定
数
を
６
人
と
す
る
も

の
。

津
山
圏
域
消
防
組
合
規
約
の
変
更

知
事
の
権
限
に
属
す
る
「
煙
火
に
関
す
る
火

薬
類
の
消
費
許
可
等
に
関
す
る
事
務
」
を
津
山

圏
域
消
防
組
合
に
移
譲
す
る
も
の
。

病
院
群
輪
番
制
病
院
等
運
営
費
補
助
金
の

事
務
委
託
に
関
す
る
規
約
の
変
更

岡
山
県
病
院
群
輪
番
制
病
院
等
運
営
費
補
助

金
交
付
要
綱
の
一
部
改
正
に
と
も
な
う
条
文
整

理
の
た
め
、
規
約
を
変
更
す
る
も
の
。

勝
田
郡
老
人
福
祉
施
設
組
合
規
約
の
変
更

議
員
定
数
及
び
分
担
金
の
分
賦
方
法
を
変
更

す
る
も
の
。



歳入�
48億5,400万円�

歳出�
48億5,400万円�

町税�
16億4,036万4千円�

33.8％�

繰入金�
2億7,413万6千円�

5.6％�

繰越金�
1億6千万円�
3.4％�

国庫支出金�
1億1,237万9千円�

2.3％�

県支出金�
5億7,476万8千円�

11.8％�

地方消費税交付金�
1億1,686万2千円�

2.4％�

地方交付税�
10億6千万円�
21.8％�

町債�
3億5,120万円�
7.2％�

地方譲与税�
1億8,467万円�
3.8％�

自動車取得税交付金など�
9,963万1千円�
2.1％�

分担金・負担金�
1億4,578万7千円�

3.0％�

人件費�
9億9,846万7千円�

20.6％�

公債費�
5億5,515万3千円�

11.4％�

繰出金�
8億8,534万　�
　　　3千円�
18.2％�

投資・出資金�
1億3,013万6千円�

2.7％�

災害復旧費など�
3,411万3千円�
0.7％�

諸収入など�
1億3,420万3千円�

2.8％�

物件費�
5億5,064万4千円�

11.3％�

補助費など�
9億1,093万6千円�

18.8％�

扶助費など�
4億2,664万1千円�

8.8％�

普通建設事業費�
3億6,256万7千円�

7.5％�

自�依�

存� 主�

財�

経�

常�

的�

経�費�

的�
時�臨�

経�
費�

財�

源�
源�

48.5％�

70.9％�

29.1％�

51.5％�

議　会
報　告

《
町
長
の
施
政
方
針
か
ら
》

一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
が
、
４８
億

５，
４
０
０
万
円
、
前
年
度
と
比
べ

て
、
約
４
億
８
０
０
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
要
因
は
、

新
勝
央
中
核
工
業
団
地
へ
新
規
に
進

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
企
業
へ

の
立
地
促
進
奨
励
金
で
、
３
億
８
千

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
児
童
手
当
の
対
象
年
齢
の

引
き
上
げ
等
に
よ
る
扶
助
費
等
が
約

３，
８
０
０
万
円
の
増
、
公
共
下
水

道
、
農
業
集
落
排
水
会
計
、
介
護
保

険
、
老
人
保
健
等
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
は
、
約
１
億
４，
３
７
０
万
円

の
増
で
す
。
普
通
建
設
事
業
費
に
お

い
て
も
約
６，
１
３
０
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
退

職
等
も
含
め
て
、
約
８，
３
９
０
万

円
の
減
、
借
金
払
い
で
あ
る
公
債
費

は
、
６，
３
０
０
万
円
の
減
に
な
っ

て
い
ま
す
。

勝
央
町
の
人
口
規
模
の
場
合
、
一

般
会
計
の
当
初
予
算
規
模
は
、
約
４５

億
円
が
適
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
は
そ
れ
を
約
３
億
５，

４
０
０
万
円
上
回
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
企
業
立
地
促
進
奨
励
金
、
３
億

８
千
万
円
の
特
殊
事
情
に
よ
る
も
の

だ
と
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

平
成
１８
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
予
算
の
内
容
に
つ
い
て
、

一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【町　税】
町民の皆さんから納めていただく税金や会社の法
人町民税など

【繰入金】
各種基金等から一般会計へ繰り入れるお金

【諸収入】
他の収入科目に含まれない収入を包括したもの

【地方交付税】
国の所得税、法人税、酒税などを町の財政需要に
応じて一定の基準に基づき、国から交付されるお
金

【町　債】
事業を行うために借り入れるお金

【国庫・県支出金】
事業など特別の目的の財源として国や県から支出
されるお金

【人件費】
町長・職員等の給与、議会議員の報酬、各種委員
の報酬

【公債費】
事業を行うために借り入れたお金の償還金

【補助費】
性質上補助に類する経費。報償費、保険料、負担
金、補助金等

【物件費】
消耗品、臨時職員賃金、業務委託料など

【扶助費】
児童手当、医療扶助等

【普通建設事業費】
道路の整備、公共施設の建設に要したお金

予
算

平成18年度

2006.4月号�しううおょしううおょ広
報 4町議会選挙 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で2006.4月号�しううおょしううおょ広

報5 町議会選挙 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で

議　会
報　告

会　　計　　別�

一般会計�

特別会計�

合　　　計�

●特別会計予算�
会　　計　　別�

住宅新築資金等貸付�

心身障害者自立更生施設�

介護認定審査会�

精神障害者地域生活支援�

国民健康保険�

老人保健�

介護保険�

交通災害共済�

公共下水道�

農業集落排水�

宅地造成�

上水道�

平成17年度予算額� 比 較 増 減� 伸び率（％）�

44億4,600万円� 4億800万円� 9.2

58億9,023万2千円� 1億7,117万9千円� 2.9

103億3,623万2千円� 5億7,917万9千円� 5.6

平成17年度予算額� 比 較 増 減� 伸び率（％）�

3,889万6千円� △1,197万9千円� △30.8

242万円� △14万4千円� △6.0

2,344万6千円� △31万円� △1.3

489万6千円� 17万3千円� 3.5

9億4,040万2千円� 8,194万7千円� 8.7

547万6千円� △197万5千円� △36.1

14億2,938万5千円� 2億2,261万5千円� 15.6

7億6,467万8千円� 8,621万5千円� 11.3

15億6,195万円� △1億9,662万円� △12.6

1億391万円� 2,050万円� 19.7

2億6,513万5千円� 262万8千円� 1.0

7億4,963万8千円� △3,187万1千円� △4.3

平成18年度予算額�

48億5,400万円�

60億6,141万1千円�

109億1,541万1千円�

平成18年度予算額�

2,691万7千円�

506万9千円�

227万6千円�

2,313万6千円�

10億2,234万9千円�

16億5,200万円�

8億5,089万3千円�

350万1千円�

13億6,533万円�

1億2,441万円�

2億6,776万3千円�

7億1,776万7千円�

●会計別予算�

0

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

（百万円）�
1,900

Ｈ13年度�Ｈ14年度�Ｈ15年度�Ｈ16年度�Ｈ17年度�Ｈ18年度�

1,649

1,697

1,396

1,809

1,262

1,660

1,272

1,707

1,296

1,060

1,788

1,640

地方交付税�
町　税�

Ｈ13～Ｈ16決算数値�
Ｈ17 決算見込数値�
Ｈ18 当初予算数値�

�

児童、高齢者、�
障害者などの�
福祉関係�

道路、公園�
などの整備�

町の償還金�

商工業、�
観光など�

住民票、戸籍、�
選挙など�

健康、健診、�
ゴミなど�

小・中学校、�
生涯学習など�

農林業、�
畜産業など�

１人当たりの予算　４１９,６４２円�
（平成１８年３月１日現在　１１，５６７人）�

消防団、�
消防設備など�

議会、予備費�

0円� 25,000円� 50,000円� 75,000円� 100,000円� 125,000円　�

107,652円　25.6％�

64,949円　15.5％�

47,995円　11.4％�

44,69844,698円　円　10.710.7％�

36,36636,366円　円　8.7％�

35,10435,104円　円　8.4％�

34,10534,105円　円　8.18.1％�

27,20827,208円　円　6.56.5％�

15,16115,161円　円　3.6％�

6,4046,404円　円　1.51.5％�

44,698円　10.7％�

36,366円　8.7％�

35,104円　8.4％�

34,105円　8.1％�

27,208円　6.5％�

15,161円　3.6％�

6,404円　1.5％�

地方交付税と町税の推移町民１人当たりの予算

特
別
会
計

１２
会
計
あ
る
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
合
計
で
約
６０
億
６，
１
４
１
万

円
、
前
年
度
と
比
べ
て
、
約
１
億
７，

１
１
７
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。公

共
下
水
道
事
業
会
計
と
上
水
道

事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
民
健

康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
は
、
１０

億
２，
２
３
４
万
円
で
、
８，
１
９
４

万
円
の
増
、
老
人
保
健
特
別
会
計
は
、

１６
億
５，
２
０
０
万
円
で
、
２
億
２，

２
６
１
万
円
の
増
、
介
護
保
険
特
別

会
計
は
、
８
億
５，
０
８
９
万
円
で

８，
６
２
１
万
円
の
増
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
３
つ
の
会
計
の
合
計
で

約
３５
億
２，
５
２
４
万
円
、
約
３
億

９
千
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
町
民
の
皆
さ

ん
の
介
護
や
健
康
に
か
か
わ
る
会
計

で
あ
り
、
１
年
間
で
約
３
億
９
千
万

円
増
額
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
介
護
の
必
要
な
人
や
、
病

気
や
怪
我
で
病
院
に
か
か
る
人
が
増

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
勝
央
町
だ
け
で
な
く

全
国
的
な
傾
向
と
は
い
え
、
な
ん
ら

か
の
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。



平成16年度�

住民基本台帳人口�
平成16年度末�

11,549人�

歳　出　額�
（Ａ）�

6,180,842千円�

実質収支�

147,723千円�

人　件　費�
（Ｂ）�

1,057,323千円�

人件費率�
（Ｂ／Ａ）�

17.1％�

参　考　　　　　　　�
平成15年度の人件費率�

16.4％�

区　分�

平成17年度�

職　員　数�
（Ａ）�

129人�
期末・勤勉手当�職員手当�給　　料� 計（Ｂ）�

給　　　　　与　　　　　費�

476,226千円�161,774千円�190,922千円�828,922千円�

１人当たり給与費�
（Ｂ／Ａ）�
6,426千円�

区　分�

（平成１７年６月１日現在）�１．人件費・職員給与費の状況�
（１）人件費の状況（普通会計決算）�

一般行政職�
技能労務職�

平均年齢�
42.1歳�
49.1歳�

平均給料月額�
335,000円�
266,400円�

平均給与月額�
360,483円�
282,393円�

区　　分�

一般行政職�

技能労務職�
154,300円�143,300円�高校卒�

大学卒�

高校卒�

初　任　給�
166,500円�

136,000円�

２年後の給料�
184,400円�

145,500円�

区　　　　分�

２．職員の平均給与月額、初任給等の状況�
（１）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況�

（２）職員給与費の状況（普通会計予算）�

（２）職員の初任給の状況�

一般行政職�

技能労務職� 244,900円�284,600円�

301,300円�348,600円�
269,300円�321,100円�

経験年数15年�経験年数20年�

213,300円�高校卒�
大学卒�

高校卒�

経験年数10年�
260,900円�

207,100円�

区　　　　分�
（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況�

３．ラスパイレス指数�

勝央町�
平成13年�
95.6

平成14年�
96.5

平成15年�
94.8

平成16年�
93.4

平成17年�
93.4

�

８．職員の勤務時間の状況�

年次有給休暇取得状況�
8時間／日、40時間／週�
職員１人平均7.2日�

勤　務　時　間�

８級�
７級�
６級�
５級�
４級�
３級�
２級�
１級�

標 準 的 な�
職 務 内 容�
参事・局長・室長�
参事補・園長�
主 査�
主 任�
主 任�
主 事・技 師�
主 事・技 師�
主事補・技師補�

構成比�職員数�構成比�職員数�
普通会計�

13人�
15人�
23人�
9人�
21人�
18人�
5人�
2人� 5.6％�

16.7％�
0.0％�

0.0％�
11.1％�

33.3％�
22.2％�
11.1％�

1人�

2人�

0人�
3人�

6人�
0人�

4人�
2人�

特別会計�

12.3％�
14.2％�
21.7％�
8.5％�
19.8％�
17.0％�
4.7％�
1.8％�

区分�

４．行政職の級別職員数等の状況�

５．職員数の状況（部門別）�

議 会�
総 務�
税 務�
農林水産�
商 工�
土 木�

平成17年�
2
18
5
8
1
8

区　分�
民 生�
衛 生�
教 育�
水 道�
下 水 道�
そ の 他�
合　計�

平成17年�
46
11
18
5
10
8
140

区　分�

７．年齢別職員の状況�

職　員　数�
構　成　比�
区　　分�
職　員　数�
構　成　比�

20歳未満�
0人�
0.0％�

44歳～47歳�
20人�
14.3％�

20歳～23歳�
5人�
3.6％�

48歳～51歳�
23人�
16.4％�

24歳～27歳�
10人�
7.1％�

52歳～55歳�
28人�
20.0％�

28歳～31歳�
12人�
8.6％�

56歳～59歳�
11人�
7.9％�

32歳～35歳�
12人�
8.6％�
60歳以上�
0人�
0.0％� 100.0％�

140人�
合　　計�

10人�
40歳～43歳�

7.1％�

36歳～39歳�
9人�
6.4％�
�
�
�

区　　分�

※定数条例による定員数は157人�

※技能労務職16人を除く�

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100�
　としたときの給与水準を示す指数です。�

6 月 期�
12 月 期�
合　計�

期末手当�
1.4月分�
1.6月分�
3.0月分� 4.45月分�

2.35月分�
2.1月分�
合　計�勤勉手当�

0.7月分�
0.75月分�
1.45月分�

�

勤続20年�
勤続25年�

59.28月分�59.28月分�最高限度額�
勤続35年�

自己都合�
21.00月分�
33.75月分�
47.50月分�

励奨・定年�
27.30月分�
42.12月分�
59.28月分�

支給率�

６．職員の手当の状況�
（１）期末・勤勉手当（平成17年度支給割合）�

（２）退職手当�

（加算状況）�
　職制上の段階、職務の級等による加算措置あり�

扶
　
養
　
手
　
当�

住
居
手
当�

通
勤
手
当�

管理職�
手　当�
特殊勤務�
手　　当�

内容及び支給単価�
ア配偶者　　　　　　　　 13,500円�
イ配偶者以外�
　①扶養親族２人まで　　 6,000円�
　②３人目から１人につき 5,000円�
　③配偶者非扶養の場合�
　　そのうち１人について 6,500円�
　④配偶者がいない場合�
　　そのうち１人について 11,000円�
特定期間の加算　　　　　 5,000円�
家賃23,000円以下　　家賃-12,000円�
家賃23,000円を超え55,000円未満�
　（家賃-23,000円）×1/2＋11,000円�
家賃55,000円以上　　　　 27,000円�
自動車等の使用を常例とし、通勤距
離が片道２㎞以上であること�
片道使用距離により、�
5㎞未満2,000円～60㎞以上21,800円�
８級（参事相当職）給料月額の７％�
７級（参事補相当職）給料月額の５％�
清掃作業従事手当　　 月額3,500円�
火葬処理手当　　　　 １件1,500円�

手当名�
（３）その他手当�

９．特別職の報酬等の状況�

給
　
料�

報
　
酬�

退
　
職
　
手
　
当�

町　長�
助　役�
収入役�
教育長�
議　長�
副議長�
議　員�

町　長　（算定方法）在職１年につき100分の500�
　　　　（支給時期）任期満了時　　　　

収入役　（算定方法）在職１年につき100分の260�
　　　　（支給時期）任期満了時　　　　

教育長　（算定方法）在職１年につき100分の230�
　　　　（支給時期）任期満了時　　　　

助　役　（算定方法）在職１年につき100分の300�
　　　　（支給時期）任期満了時　　　　

月　　額�
720,000円�
610,000円�
560,000円�
550,000円�
300,000円�
240,000円�
220,000円�

期　末　手　当�
平成17年度支給割合�
6月期　 2.1月分�
12月期　2.35月分�
計　　4.45月分�
6月期　1.4月分�
12月期　1.6月分�
計　　3.0月分�

区　　分�
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職員の給与・定員管理等の状況をお知らせします

「
金
時
の
里
」
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
第
６０
回
国

民
体
育
大
会
秋
季
大
会
な
ぎ
な
た
競
技
会
は
、
全
国

各
地
か
ら
選
手
・
監
督
を
始
め
、
役
員
・
関
係
者
の

皆
様
を
お
迎
え
し
、
勝
央
中
学
校
体
育
館
を
会
場
に
、

昨
年
１０
月
２３
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
っ
て
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

国
体
開
催
に
あ
た
っ
て

は
、
平
成
７
年
３
月
な
ぎ

な
た
競
技
会
場
誘
致
を
議

会
決
議
し
て
以
来
、
平
成

１２
年
７
月
準
備
委
員
会
の

設
立
、
平
成
１４
年
６
月
実

行
委
員
会
へ
移
行
し
、
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
、
皆

様
方
の
多
大
な
ご
協
力
に

よ
り
国
体
を
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
、
去
る
２

月
２７
日
に
実
行
委
員
会
を

解
散
い
た
し
ま
し
た
。

思
い
出
し
て
み
ま
す
と
、

民
泊
で
は
、
４７
都
道
府
県

か
ら
来
町
さ
れ
た
選
手
・

監
督
の
方
々
と
の
心
温
ま
る
交
流
が
図
ら
れ
ま
し

た
。
選
手
・
監
督
の
方
々
に
は
、
１２
民
泊
協
力
会
会

員
の
皆
様
の
心
が
こ
も
っ
た
歓
迎
旗
・
応
援
旗
・
食

事
・
手
づ
く
り
土
産
、
ま
た
町
内
老
人
ク
ラ
ブ
の

方
々
が
育
て
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
花
の
歓
迎
プ
ラ
ン

タ
ー
等
、
よ
い
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
ら
に
競
技
会
場
で
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
尽
力
を
賜
り
、
す
ば
ら
し
い
競
技
会
運
営
が
で
き

ま
し
た
。
競
技
会
は
、
地
元
選
手
の
活
躍
で
少
年
は

演
技
競
技
、
試
合
競
技
と
も
に
第
１
位
、
成
年
は
演

技
競
技
で
第
５
位
、
試
合

競
技
で
第
１
位
と
、
岡
山

県
の
天
皇
杯
・
皇
后
杯
獲

得
へ
大
き
く
貢
献
で
き
ま

し
た
。

今
後
、
こ
の
財
産
を
生

か
し
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・

町
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
」
を
普

及
・
発
展
さ
せ
、
健
康
の

増
進
と
体
力
の
向
上
を
図

り
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が

い
き
い
き
と
生
活
で
き
る

快
適
で
活
力
溢
れ
る
町
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
し
た

が
、
関
係
各
位
の
ご
支

援
・
ご
協
力
に
対
し
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
、
実

行
委
員
会
解
散
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体

勝
央
町
実
行
委
員
会
解
散
に
あ
た
っ
て

勝央町職員の給与等は、議会での給与条例や予算・決算などを通じて公表していますが、より理解していただ

くため、現在の状況をお知らせします。

勝
央
町
長
　
西
　
田
　
　
孝
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

補
助
金
交
付
は

平
成
１９
年
３
月
で

終
了
し
ま
す

勝
央
町
で
は
、
地
域
間
に
お
け

る
情
報
通
信
格
差
を
是
正
す
る
た

め
、
新
世
代
地
域
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
網
の
普
及
促
進
を
目
的
と
し

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
補
助
金
交

付
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

度
（
平
成
１９
年
３
月
ま
で
の
接
続

者
を
対
象
）
で
、
補
助
金
の
交
付

が
終
了
し
ま
す
。

接
続
を
お
考
え
の
人
は
、
早
め

の
接
続
を
お
勧
め
し
ま
す
。
補
助

金
額
は
１
世
帯
２
万
５
千
円
で

す
。（
住
民
登
録
の
あ
る
世
帯
に

新
規
接
続
工
事
１
回
の
み
）

ま
た
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

関
し
て
は
、
テ
レ
ビ
津
山
は
パ
ス

ス
ル
ー
方
式
（
電
波
を
そ
の
ま
ま

流
す
）
で
す
の
で
、
対
応
テ
レ
ビ

も
し
く
は
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
ア
ナ
ロ
グ
放

送
が
終
了
す
る
平
成
２３
年
７
月
ま

で
は
、
テ
レ
ビ
津
山
で
も
ア
ナ
ロ

グ
送
信
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
方
法

①
町
内
の
指
定
電
気
店
に
工
事
の

申
し
込
み
を
し
、
電
気
店
に
あ

る
「
勝
央
町
新
世
代
地
域
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
普
及
促
進
事
業
補

助
金
交
付
申
請
書
」
に
住
所
・

氏
名
・
振
り
込
み
先
口
座
番
号

等
を
記
入
す
る
。

②
電
気
工
事
店
が
接
続
工
事
を
行

う
。

③
接
続
工
事
終
了
か
ら
約
２
カ
月

後
に
指
定
口
座
に
入
金
さ
れ

る
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
部

�
３８
―
３
１
１
１

残り
１年

あと

■軽自動車税の障害割引申請はお早めに

身体に障害がある人が所有している軽自動車に

ついては、軽自動車税の減免ができます。減免希

望者は、障害手帳・免許証・印かん・納税通知書

を持参のうえ、４月２４日（月）までに税務住民部へ

お越しください。

なお、減免は１人１台までですので、自動車税

の減免を受けている人は、軽自動車の減免を受け

ることができません。

また、障害の程度によっては、減免の対象にな

らない場合があります。

■固定資産課税台帳の縦覧が始まります

土地や家屋の評価額等を登録している固定資産

課税台帳の縦覧を４月３日（月）から５月３１日（水）

まで行います。縦覧希望者は、印かんを持参のう

え、税務住民部へお越しください。（土・日・祝

日を除く）

■固定資産税・町県民税の前納報奨金制度が

変更になります

固定資産税・町県民税を第１期の納期内に前納

したときに交付される報奨金の率が平成１８年度か

ら変更されます。

平成１７年度まで　１，０００分の５

↓

平成１８年度から　１，０００分の２

■問い合わせ先

勝央町役場税務住民部　�３８－３１１４

税務住民部からのお知らせ

❶ ❷ ❸

工事を申し込む
申請書を書く

約２カ月後
指定口座に入金

電気工事店が
接続工事を行う



◇未熟児の訪問指導に関する事務�
　・未熟児の訪問指導�
　・低体重児の届出の受理�
◇未熟児の養育医療に関する事務�
　・養育医療給付申請書の受理�
　・養育医療継続申請書の受理�
　・養育医療券記載事項変更届の受理�
　・養育医療券再交付申請書の受理�

◇身体障害者相談員の委託�
◇知的障害者相談員の委託�

◇耕作目的の農地の権利移転の許可�
　・農地法第３条第１項の規定による農地

及び採草放牧地に係る所有権の移転等
の許可�

　・上記許可に係る立入調査、通知及び報
告の徴収等�

◇鳥獣の保護及び狩猟の適正化（農林水産
業被害防止目的）�
　・次の野生の鳥獣の捕獲等の許可（農林

水産業被害防止目的）カワウ、ゴイサギ、
ダイサギ、コサギ、アオサギ、マガモ、
カルガモ、コガモ、ヒドリガモ、トビ（鳥
類10種）�

◇公有地の拡大の推進に関する法律に基づ
く事務�
　・土地を譲渡しようとする場合の届出等

の受理�
　・土地の買い取りの協議を行う地方公共

団体の決定及び当該地方公共団体等が
買い取りの協議を行う旨の通知�

　・土地の買い取りを希望する地方公共団
体がない旨の通知�

◇市町村区域内の町または字の区域変更等�
　・町または字の区域変更等の届出の受理�
　・町または字の区域変更等の告示�

◇県指定史跡名勝天然記念物の現状変更許
可等（軽微な変更に係るもの）�

◇煙火（花火）に関する火薬類の消費許可
等�
　・煙火の消費の許可�
　・煙火の消費場所への立入検査�

事務の担当窓口�

勝央町役場健康福祉部�
�３８－７１０２�

勝央町役場産業建設部�
�３８－３１１２�

勝央町役場総務部�
�３８－３１１１�

勝央町教育委員会教育振興部�
�３８－１７５３�

津山圏域消防組合予防課�
�３１－１２６２�

勝央町に移譲された事務�
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市
町
村
合
併
の
進
捗
や
地
方
分
権
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
県
と

市
町
村
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

住
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
、
個
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
と
と
も
に
住
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
県
か
ら

市
町
村
へ
の
事
務
・
権
限
の
移
譲
を
進
め
て
い
ま
す
。

勝
央
町
で
は
、
左
記
の
１０
項
目
の
事
務
・
権
限
が
４
月
１
日
か

勝央町役場で
できるようになりました

ら
移
譲
さ
れ
ま
す
。
き
め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
町
独
自
の
判
断
と
責
任
に
基
づ
き
、
町
の
特
性
に
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
今
ま
で
県
が
行
っ
て
い
た
事
務
を
町
が
直
接
行
う
た
め
、

事
務
手
続
き
の
迅
速
化
・
効
率
化
が
期
待
で
き
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
身
近
な
自
治
体
と
し
て
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
ま
す
。



◆予防重視型システムへの転換�

高
　
齢
　
者�

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト�

（
要
介
護
認
定
）� 要
介
護
状
態
区
分
の
審
査
　
　
　
　
　
　�

＋
　
　
　
　
　
　�

状
態
の
維
持
ま
た
は
改
善
可
能
性
の
審
査�

非該当者�

要支援・�
要介護者�

特定高齢者�

一般高齢者�

要
支
援
・
要
介
護
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
人�

地
域
支
援
事
業
（
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
）�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー�

（
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）�

（
新
）要
支
援
者
（
現
行
の
要
支
援
者
＋
要
介
護
１
の
一
部
）�

新
予
防
給
付�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー�

（
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）�

要
介
護
者�

介
護
給
付
　
例
）訪
問
介
護
・
通
所
介
護
・
訪
問
看
護
・
特
養
等
施
設
な
ど�

居
宅
介
護
支
援
事
業
所�

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
者
）�

要　支　援　者�

元気な85歳を�
目指しましょう�

要　介　護　者�

要支援・要介護に�
なるおそれの�
ある人�

要
支
援
・
要
介
護
状
態
に�

な
る
こ
と
の
防
止�

重
度
化
防
止�

地域支援事業�

新予防給付�

介護給付�
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できる限り住み慣れたまちで、なるべく自分の力で活動的な生涯を送

りたい。この願いを現実のものとするために、要介護・要支援状態にな

る前から、一人ひとりの状況に応じた予防対策を図るとともに、要介護

状態になった場合でも、地域で自立した日常生活を送れるよう支援する

ことを目的として「地域支援事業」が４月１日から始まります。

介護保険サービスを中心として、それ以外のさまざまなサービスの利

用を可能にするため、介護保険制度に新たに位置づけられました。

町議会選挙 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で町議会選挙 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で

地
域
支
援
事
業
が
始
ま
り
ま
す

護
予
防
事
業

①
特
定
高
齢
者
の
把
握

・
要
介
護
認
定
で
非
該
当
に
な
っ
た
人

・
健
診
等
で
生
活
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
た
人

・
訪
問
等
で
生
活
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
た
人

・
本
人
、
家
族
等
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
人

・
関
係
機
関
（
主
治
医
、
民
生
委
員
等
）
か
ら
連

絡
が
あ
っ
た
人

等
の
中
か
ら
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
を
用

い
て
、
虚
弱
な
特
定
高
齢
者
と
元
気
な
一
般
高

齢
者
と
に
分
け
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
中
の
特

定
高
齢
者
が
地
域
支
援
事
業
の
対
象
者
と
な
り

ま
す
。

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
等
が
対
象

者
の
状
態
を
把
握
し
、
課
題
を
分
析
し
た
う
え

で
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。
そ

し
て
、
対
象
者
と
そ
の
家
族
の
同
意
が
得
ら
れ

る
と
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
が
決
定
さ
れ
ま

す
。

③
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

【
特
定
高
齢
者
の
サ
ー
ビ
ス
】

（
通
所
型
介
護
予
防
）

・
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
運
動

調
整
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

③
虐
待
の
早
期
発
見
・
防
止
な
ど
の
権
利
擁
護
業

務
を
行
い
ま
す
。

④
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
支
援
し
ま
す
。

意
事
業

（
勝
央
町
独
自
の
地
域
支
援
事
業
）

①
介
護
す
る
家
族
に
対
し
、
適
切
な
介
護
方
法
や

サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
利
用
の
方
法
等
を
習
得
し

て
も
ら
う
家
族
介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

②
在
宅
で
長
期
の
介
護
者
に
対
す
る
慰
労
の
た
め

の
金
品
の
支
給
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
介
護

に
よ
る
身
体
・
精
神
・
経
済
的
負
担
を
軽
減
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

③
福
祉
用
具
、
住
宅
改
修
に
関
す
る
相
談
や
情
報

提
供
、
助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

④
一
人
暮
ら
し
、
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
等
に
緊
急

通
報
装
置
を
貸
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
々
の

生
活
の
中
で
の
緊
急
時
の
不
安
を
軽
減
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

機
能
の
向
上
、
栄
養
改
善
、
口
腔
機
能
の
向

上
、
閉
じ
こ
も
り
・
認
知
症
・
う
つ
予
防
、

保
健
師
等
に
よ
る
健
康
相
談
会
の
開
催
な

ど
、
対
象
者
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
ま
す
。

（
訪
問
型
介
護
予
防
）

・
通
所
が
困
難
な
人
に
町
の
保
健
師
等
が
訪
問

し
、
助
言
・
指
導
を
行
っ
た
り
、
低
栄
養
の

人
に
は
配
食
を
行
う
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
ま
す
。

【
一
般
高
齢
者
の
サ
ー
ビ
ス
】

・
介
護
予
防
の
基
本
的
な
知
識
を
普
及
啓
発
す

る
た
め
、
町
の
職
員
が
健
康
教
育
、
生
活
習

慣
病
予
防
教
室
を
行
い
、
要
望
に
よ
り
地
区

に
出
向
き
講
演
等
を
行
い
ま
す
。

・
各
地
区
の
福
祉
団
体
に
対
し
て
助
成
金
を
支

給
し
、
組
織
の
育
成
や
支
援
等
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
区
の
介
護
予
防
を
推
進
し
ま
す
。

括
的
支
援
事
業

①
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
を
し
ま
す
。

②
総
合
相
談
や
、
地
域
の
高
齢
者
の
実
態
把
握
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

広
報
紙
２
月
号
で
は
「
介
護
給
付
と
新
予
防
給

付
」
に
つ
い
て
、
３
月
号
で
は
「
勝
央
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
そ
し
て
今
月
号

で
は
「
地
域
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し

い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部

�
３８
―
７
１
０
２

た
。
全
体
の
関
係
を
ま
と
め
る
と
左
図
の
よ
う
に

「
新
予
防
給
付
」
と
「
地
域
支
援
事
業
」
が
新
た

に
加
わ
り
、
高
齢
者
が
要
支
援
状
態
や
重
度
化
し

な
い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
は
予
防
重
視
型
に
な
っ
て

介

包

任



３
月
３
日
、
勝
央
町
保
健
福
祉
大
会
が

勝
央
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
保
健
福
祉

関
係
者
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
地
域
福
祉
な
ど
に
貢
献
さ

れ
た
１１
家
庭
１
団
体
が
表
彰
さ
れ
、「
す

べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
『
保
健
福
祉
の
町

し
ょ
う
お
う
』
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
総

力
を
結
集
し
て
邁
進
し
ま
し
ょ
う
」
と
大

会
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
勝
間
田
小
学
校
５
年
生
の
立
石

正
結
子
さ
ん
が
「
ミ
ニ
お
母
さ
ん
」
と
題

し
た
福
祉
作
文
を
発
表
、
音
楽
療
養
士
の

梅
谷
浩
子
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

「
歌
っ
て
楽
し
く
健
康
に
！
」
と
題
し
た

記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

保
健
福
祉
活
動
の
推
進
を
宣
言

平
成
１７
年
度
勝
央
町
保
健
福
祉
大
会

各
表
彰
の
受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

【
勝
央
町
長
表
彰
】

▼
健
康
家
庭
の
部

（
２
年
以
上
国
民
健
康
保
険無

受
診
家
庭
）

福
山
　
竜
也
　
　
美
野
　
正
之

安
藤
　
啓
二
　
　
福
田
　
修
之

西
森
　
幸
子
　
　
鎌
田
　
直
衛

筒
井
　
則
雄
　
　
山
本
林
太
郎

青
木
や
ゑ
の
　
　
木
村
　
　
枝
　

西
田
　
勝
治

【
勝
央
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
】

▼
地
域
福
祉
の
部

畑
屋
ふ
れ
あ
い
の
会

新
勝
央
中
核
工
業
団
地
に
（
株
）
板
屋
金
属

（
本
社
　
勝
間
田
）
の
企
業
進
出
が
決
ま
り
、

３
月
６
日
、
ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
立
地
協

定
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
西
田
町
長
、
同
社
の
福
島
嘉
昭

代
表
取
締
役
、
岡
山
県
産
業
労
働
部
企
業
立

地
・
物
流
推
進
課
　
小
川
敏
朗
総
括
参
事
、

立
会
人
の
岡
本
町
議
会
議
長
が
協
定
書
等
を

取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

同
社
は
、
昭
和
２２
年
に
勝
央
町
で
創
業
し
、

県
北
地
域
の
板
金
店
や
建
設
会
社
に
屋
根

材
・
壁
材
等
の
鉄
鋼
２
次
製
品
を
加
工
販
売

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
増
大
す
る
大
型
屋

根
材
等
の
建
材
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
当

該
工
業
団
地
内
に
建
材
用
鉄
鋼
加
工
製
品
工

場
を
建
設
し
、
事
業
の
拡
大
を
図
る
も
の
で
、

９
月
の
操
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
株
）板
屋
金
属
と
立
地
協
定

９
月
操
業
予
定

▲
協
定
書
等
を
取
り
交
わ
し
握
手
す
る
福
島

嘉
昭
代
表
取
締
役
（
左
）
と
西
田
町
長
（
右
）
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３
月
２
日
、
勝
央
町
役
場

で
就
業
奨
励
金
授
与
式
が
行

わ
れ
、
筒
井
則
雄
さ
ん
（
豊

久
田
）
と
田
邉
さ
や
か
さ
ん

（
豊
久
田
）
に
、
勝
央
町
と

岡
山
県
農
林
漁
業
担
い
手
育

成
財
団
か
ら
の

就
業
奨
励
金
が

西
田
町
長
か
ら

手
渡
さ
れ
ま
し

た
。筒

井
さ
ん
と

田
邉
さ
ん
は
、

岡
山
県
農
林
漁

こ
れ
か
ら
の
農
業
を
支
え
る
２
人

新
規
就
農
者
に
奨
励
金

昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
、
三
島
清
さ

ん
（
植
月
北
）
は
、
勝
央
町
議
会
議

員
と
し
て
１２
年
も
の
永
き
に
わ
た

り
、
豊
富
な
見
識
を
も
っ
て
勝
央
町

の
産
業
、
教
育
、
文
化
、
福
祉
の
向

上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
旭
日
単
光
章
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

伝
達
式
は
、
２
月
２４
日
に
行
わ
れ
、

ご
遺
族
が
受
け
取
ら
れ
ま
し
た
。

特別叙勲授与される
故 三島　清さん（植月北）

▲勝央中学校での卒業証書授与のようす

�奨励金を受け取る筒井さん（右）
と田邉さん（中央）

▲
ご
遺
族
が
受
け
取
ら
れ
ま
し
た

業
担
い
手
育
成
財
団
が
募
集

し
た
新
規
就
農
に
応
募
し
、

県
外
か
ら
勝
央
町
内
に
移
り

住
み
、
平
成
１５
年
４
月
か
ら

農
業
を
始
め
ま
し
た
。
平
成

１７
年
３
月
に
２
年
間
の
農
業

実
務
研
修
を
無
事
終
え
た
の

で
、
今
回
の
奨
励
金
を
受
け

取
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
２
人
と
も
町
内

で
ピ
オ
ー
ネ
を
栽
培
し
て
お

り
、
今
後
も
ピ
オ
ー
ネ
一
本

で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
抱

負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

�
福
祉
作
文
を
発
表
す
る
立
石
正
結
子
さ
ん

２
月
１９
日
、
勝
央
文
化
ホ
ー

ル
で
か
つ
た
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
の
演
技
を
一
目
見
よ
う
と
約

３
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

旧
勝
田
郡
４
町
か
ら
１１
グ

ル
ー
プ
、
１
８
０
人
が
集
ま
り
、

ダ
ン
ス
や
和
太
鼓
、
舞
踊
な
ど

を
発
表
し
ま
し
た
。
勝
央
町
か

ら
は
「
恵
幸
ジ
ュ
ニ
ア
舞
踊
教

室
」「
勝
央
金
時
太
鼓
こ
ど
も

教
室
」「
勝
央
中
学
校
吹
奏
楽

部
」「
ノ
エ
ル
ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
」
の
４

グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
出
し
切
っ
て
観
客

を
魅
了
し
、
大
き
な
声
援
を
受

け
ま
し
た
。

今
回
の
か
つ
た
っ
子
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
は
、
勝
北
町
は
津

山
市
に
、
勝
田
町
は
美
作
市
に

合
併
し
ま
し
た
が
、
旧
勝
田
郡

４
町
の
つ
な
が
り
を
続
け
よ
う

と
市
町
の
枠
を
超
え
、
旧
勝
北

町
か
ら
は
３
グ
ル
ー
プ
、
旧
勝

田
町
か
ら
は
１
グ
ル
ー
プ
、
奈

義
町
か
ら
は
３
グ
ル
ー
プ
が
参

加
し
ま
し
た
。

か
つ
た
っ
子
の
演
技
お
披
露
目

か
つ
た
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
月
１９
日
、
ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
で
か
き
祭
り
が
催
さ
れ
、
お
目

当
て
の
か
き
を
求
め
よ
う
と
約

６，
５
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
か
き
の
半
斗
缶
や

か
き
入
り
お
好
み
焼
き
、
海
鮮
物

な
ど
が
販
売
さ
れ
て
大
い
に
賑
わ

い
ま
し
た
。
買
っ
た
ば
か
り
の
か

き
を
そ
の
場
で
あ
ぶ
っ
て
食
べ
れ

る
よ
う
、
炭
火
焼
き
の
コ
ー
ナ
ー

も
設
置
さ
れ
、
辺
り
一
面
に
磯
の

香
り
が
漂
い
ま
し
た
。

ま
た
、
１１
時
と
１４
時
か
ら
は
無

▲
並
ん
で
手
に
入
れ
た
か
き
の
大
鍋
み
そ
汁
に
大
満
足

料
の
か
き
汁
が
そ
れ
ぞ
れ
３
５
０

人
前
ず
つ
振
舞
わ
れ
、
大
勢
の
人

が
列
を
つ
く
り
、
熱
々
の
か
き
汁

を
堪
能
し
ま
し
た
。

津
山
市
か
ら
家
族
連
れ
で
訪
れ

た
嶋
田
さ
ん
は
「
新
聞
の
折
り
込

み
で
知
り
、
今
回
初
め
て
来
ま
し

た
。
今
日
は
う
ど
ん
や
タ
コ
飯
を

食
べ
ま
し
た
。
お
目
当
て
の
か
き

の
半
斗
缶
も
買
え
た
の
で
、
十
分

楽
し
め
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

３
月
１１
日
、
勝
央
中
学
校
で
卒
業

式
が
行
わ
れ
、
１
３
０
人
が
義
務
教

育
を
修
了
し
ま
し
た
。
式
で
は
、
岡

校
長
が
「
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
９
年
間
の
義
務
教
育
を
終
え
、

感
激
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
人
生
は
、
何
が
正
し
く
何
が
間

違
い
か
、
何
が
で
き
る
の
か
何
を
す

べ
き
か
を
考
え
て
行
動
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
社
会
に
役
立
つ
よ
う
、

自
分
の
花
を
咲
か
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
卒
業
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま

涙で学び舎に別れ
小・中学校で卒業式

し
た
。

ま
た
、
３
月
２２
日
に
は
各
小
学
校

で
も
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
勝
間
田
小

学
校
６８
人
、
植
月
小
学
校
２７
人
、
吉

野
小
学
校
１１
人
、
古
吉
野
小
学
校
１４

人
が
６
年
間
過
ご
し
て
き
た
学
び
舎

に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

目
か
ら
溢
れ
る
熱
い
涙
に
新
た
な

希
望
を
誓
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向

か
っ
て
一
生
懸
命
羽
ば
た
い
て
く
だ

さ
い
。

旬の味覚に舌鼓
ノースヴィレッジかき祭り

町議会選挙 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で

静靜

「勝央金時太鼓こども教室」の�
太鼓演奏のようす
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（敬称略）�
（成績は、勝央町内関係分のみ掲載）�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

◇
第
２４
回
少
年
サ
ッ
カ
ー
丸
山

百
々
三
杯
（
２
／
１２
北
部
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
）

（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
勝
間
田
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

準
優
勝
　
勝
央
Ｆ
Ｃ
吉
野
古
吉
野

サ
ッ
カ
ー
少
年
団

第
３
位
　
植
月
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
勝
間
田
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

Ａ
準
優
勝
　
勝
間
田
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

Ｂ
第
３
位
　
勝
央
Ｆ
Ｃ
吉
野
古
吉
野

サ
ッ
カ
ー
少
年
団

◇
第
１７
回
勝
央
町
女
性
ユ
ニ
ホ
ッ

ク
大
会
（
２
／
１８
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
）

優
　
勝
　
勝
央
ク
ラ
ブ

準
優
勝
　
保
育
え
ん
じ
ゃ
ー

第
３
位
　
勝
央
町
役
場

◇
第
２２
回
勝
央
町
民
サ
ッ
カ
ー
大

会
（
２
／
１９
北
部
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
）

優
　
勝
　
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

準
優
勝
　
こ
っ
て
牛

第
３
位
　
吉
野
男
爵

◇
勝
北
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

交
歓
大
会
（
２
／
２６
津
山
市
）

準
優
勝
　
勝
間
田
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
少
年
団

◇
第
２２
回
勝
央
町
金
時
健
康
マ
ラ

ソ
ン
大
会
（
３
／
５
ノ
ー
ス
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
）

（
親
子
組
の
部
）

準
優
勝
　
高
田
茂
樹
・
佐
々
木
琢
真

第
３
位
　
井
上
憲
・
美
咲

（
小
学
校
３
・
４
年
生
女
子
の
部
）

準
優
勝
　
佐
古
美
緒

（
小
学
校
５
・
６
年
生
男
子
の
部
）

第
３
位
　
佐
古
康
弘

（
小
学
校
５
・
６
年
生
女
子
の
部
）

準
優
勝
　
二
宮
菜
美

第
３
位
　
佐
藤
三
季

（
中
・
高
・
一
般
男
子
の
部
）

優
　
勝
　
竹
久
和
宏

・視覚障害　等級の制限なし

・聴覚障害　等級の制限なし

・肢体不自由障害　１級・２級

【戦傷病者】

・恩給法に規定する特別項症から第１款症に相

当

※障害者・戦傷病者本人が契約者で世帯主であ

る場合に限る

NHK放送受信料が半額免除されます

ゴミの祝祭日振替収集が変わります

■問い合わせ先　勝央町役場健康福祉部　�３８－７１０２

身体障害者手帳・戦傷病者手帳の交付を受け

ている人で、障害区分・等級の判定が次に該当

する人に対しては、ＮＨＫ放送受信料免除基準

の半額免除に該当することがあります。

免除申請は、勝央町役場で対象者であること

の証明を行い、ＮＨＫ岡山放送局から決定通知

書が送付されます。

■対象区分・等級

【身体障害者】

昨年度までは、祝祭日に当たる収集地区は、可燃ゴミのみを振替収集していましたが、４月から

資源ゴミ（プラスチック製容器包装）を収集する週（第１週・第３週）は、可燃ゴミに加え資源ゴ

ミ（プラスチック製容器包装）も振替収集します。

7月17日（月）�
9月18日（月）�
10月 9日（月）�
11月 3日（金）�

振替日�

7月19日（水）�
9月20日（水）�
10月11日（水）�
11月 2日（木）�

可燃ゴミ�

○�
○�
○�
○�

資源ゴミ（プラスチック）�

○�
○�
�
�

祝祭日�

11月23日（木）�
1月 8日（月）�
2月12日（月）�
3月21日（水）�

振替日�

11月24日（金）�
1月10日（水）�
2月14日（水）�
3月22日（木）�

可燃ゴミ�

○�
○�
○�
○�

資源ゴミ（プラスチック）�

○�
○�
�
○�

祝祭日�

平成１８年度ゴミ収集振替予定日�

※ゴールデンウィーク（5月3日�～5日�）・年末年始（12月29日�～1月3日�）の振替収集はありません�



４
　
月
　
　
　
日（
金
）�

５
　
月
　
　
　
日（
金
）　（
補
充
）�

時　　間�

9：00～ 9：15

9：25～ 9：40

9：50～10：00

10：10～10：15

10：20～10：30

10：45～11：00

11：10～11：25

11：35～11：45

13：20～13：35

13：40～13：50

14：00～14：10

14：20～14：30

14：45～15：00

15：15～15：30

9：00～ 9：15

9：25～ 9：40

9：55～10：05

10：10～10：20

10：30～10：40

10：50～11：00

11：10～11：20

11：30～11：40

11：55～12：10

場　　　　　　所�

田井コミュニティハウス�

美 野 公 会 堂�

曽井コミュニティハウス�

大 岩 公 会 堂�

上 香 山 公 会 堂�

豊久田下コミュニティハウス�

豊 久 田 中 教 育 集 会 所�

豊久田上コミュニティハウス�

河 原 倉 庫�

河原５区ゴミステーション前�

ＪＡ勝英旧古吉野支店裏�

中石生コミュニティハウス�

下町川コミュニティハウス�

下石生コミュニティハウス�

勝 央 町 役 場 前�

黒土コミュニティハウス�

美 野 公 会 堂�

Ｊ Ａ 勝 英 旧 吉 野 支 店�

ＪＡ勝英旧古吉野支店裏�

更生コミュニティハウス�

鳥 羽 野 公 会 堂�

植月コミュニティセンター�

Ｊ Ａ 勝 英 旧 高 取 支 店�

日程�

狂 犬 病 予 防 注 射 日 程 表�
日程�

４
　
月
　
　
　
日（
水
）�

４
　
月
　
　
　
日（
木
）�

�
�

時　　間�

9：00～ 9：25

9：40～ 9：55

10：05～10：25

10：35～10：45

10：50～11：00

11：10～11：30

11：40～11：50

13：15～13：20

13：30～13：45

13：55～14：10

14：20～14：35

9：00～ 9：15

9：25～ 9：35

9：45～ 9：55

10：00～10：15

10：25～10：50

11：00～11：15

11：25～11：35

11：45～12：00

13：15～13：50

14：00～14：15

�

�

場　　　　　　所�

更生コミュニティハウス�

神五郎コミュニティハウス�

鳥 羽 野 公 会 堂�

植月北田中コミュニティハウス�

植 月 北 教 育 集 会 所�

植月コミュニティセンター�

河 内 公 会 堂�

福 吉 逧 三 叉 路�

福吉コミュニティハウス�

Ｊ Ａ 勝 英 旧 高 取 支 店�

為本コミュニティハウス�

畑 屋 多 目 的 研 修 集 会 所�

東吉田コミュニティハウス�

小矢田田中　下山弘道氏宅前�

小矢田コミュニティハウス�

黒土コミュニティハウス�

岡 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス�

ＪＡ勝英勝間田給油所裏�

平 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス�

勝 央 町 役 場 前�

長良台コミュニティハウス�

�

�

１９�

２０�

お近くの会場をご利用ください。�
（会場はどこを利用されてもかまいません）�

１９�

２１�

2006.4月号�しううおょしううおょ広
報15 町議会選挙 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で

狂
犬
病
予
防
注
射
の

季
節
が
き
ま
し
た

生
後
３
カ
月
を
過
ぎ
た
犬
は

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
必
要
で
す

登
録
は
一
生
に
１
度
だ
け
行
い
ま

す
。
飼
わ
れ
て
い
る
犬
が
生
後
３
カ
月

を
過
ぎ
た
ら
、
勝
央
町
役
場
健
康
福
祉

部
ま
で
登
録
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
必
要
で

す
。
お
越
し
の
際
は
、
勝
央
町
役
場
か

ら
お
送
り
し
て
い
る
ハ
ガ
キ
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
の
と
き
に
も
登
録

が
で
き
ま
す
の
で
、
未
登
録
の
場
合
は
、

そ
の
旨
を
係
員
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

登
録
が
済
ま
れ
て
い
る
犬
は
、
予
防

注
射
の
み
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
料
　
金

登
録
料
　
３，
０
０
０
円

注
射
料
　
２，
８
０
０
円

※
な
る
べ
く
、
つ
り
銭
が
な
い
よ
う
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部

�
３８
―
７
１
０
２

○
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

・
鑑
札
と
注
射
済
票
は
、
必
ず
首
輪
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
飼
い
主
の
変
更
や
犬
が
死
ん
だ
場
合

は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

○
放
し
飼
い
の
禁
止

放
し
飼
い
は
、
近
所
の
迷
惑
に
な
る

だ
け
で
な
く
、
交
通
事
故
を
引
き
起
こ

す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
散
歩

の
と
き
も
鎖
や
綱
で
つ
な
ぎ
、
十
分
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
フ
ン
の
後
始
末

フ
ン
の
後
始
末
は
、
飼
い
主
の
責
任

で
あ
り
、
義
務
で
も
あ
り
ま
す
。
散
歩

す
る
と
き
は
、
移
植
ゴ
テ
や
袋
な
ど
後

始
末
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
を
用
意
し

ま
し
ょ
う
。

▼
犬（
動
物
）に
関
す
る
相
談
窓
口

岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

�
０
８
６
７
―
２４
―
９
５
１
２

犬
の
飼
い
方
マ
ナ
ー



Life
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と　き　平成１８年４月２３日(日)�
　　　　９：００　吉野コミュニティセンター集合�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（約２時間：およそ５km）　�
ポイントポイント　間山（はしたやま）につつじを見に行きませんか？�
　　　　天気がよかったら、遠く後山のほうまで見えますよ。�
※集合場所が分からない人は、勝央町総合保健福祉センターに�
　８：４０に各自、車でお集まりください。スタッフが先導して�
　ご案内します。�

と　き　平成１８年４月２３日(日)�
　　　　９：００　吉野コミュニティセンター集合�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（約２時間：およそ５km）　�
ポイント　間山（はしたやま）につつじを見に行きませんか？�
　　　　天気がよかったら、遠く後山のほうまで見えますよ。�
※集合場所が分からない人は、勝央町総合保健福祉センターに�
　８：４０に各自、車でお集まりください。スタッフが先導して�
　ご案内します。�

主催：勝央町ウォーキングの会�
後援：いきいき金太郎健康の郷づくり推進会議�
※ウォーキングコースを募集しています。あなたのおすすめのコースを教えてください。�
　問い合わせ先：勝央町役場健康福祉部（�３８－７１０２）�

ウォ
ーキングの 集 い

ウォ
ーキングの 集 い

このあたりを�
歩きます�

N
至馬橋

至曽井

至
豊
久
田

至
田
井

間山

吉野小

吉野　
　保育園

文

育

集合場所
吉野コミュニティ
センター

県
道
馬
橋
平
福
線

町議会選挙 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で

４
月
か
ら
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
混
合
ワ
ク
チ

ン
（
Ｍ
Ｒ
混
合
ワ
ク
チ
ン
）
を
使
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

【
対
象
者
】

第
１
期

生
後
１２
カ
月
以
上
２４
カ
月
未
満
（
１
歳
の
誕

生
日
か
ら
２
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
）

第
２
期

小
学
校
入
学
直
前
の
１
年
間
（
保
育
園
年
長

組
の
４
月
１
日
か
ら
３
月
３１
日
）

※
平
成
１８
年
３
月
３１
日
ま
で
に
麻
し
ん
・
風
し

ん
の
ど
ち
ら
か
、
ま
た
は
両
方
を
接
種
し
た

人
は
、
Ｍ
Ｒ
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

１９
年
３
月
３１
日
ま
で
に
限
り
、
生
後
１２
カ
月

以
上
９０
カ
月
未
満
の
お
子
さ
ん
に
対
し
て
、

接
種
し
て
い
な
い
ほ
う
の
ワ
ク
チ
ン
を
無
料

で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
者
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
・
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン（
Ｍ
Ｒ
混
合
ワ
ク
チ
ン
）

【
対
象
者
】

１１
歳
・
１２
歳
（
標
準
的
な
接
種
時
期
は
小
学

校
６
年
生
時
）

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部

�
３８
―
７
１
０
２

問
い
合
わ
せ
先

平成１８年４月から予防接種法施行令が改正され、予防接種の制度が変更されます。

変更のポイントを説明します。

こ
れ
ま
で
、
小
学
校
で
の
集
団
接
種
で
し
た

が
、
４
月
か
ら
は
主
治
医
の
も
と
で
の
個
別
接

種
に
変
わ
り
ま
す
。
料
金
は
無
料
で
す
。

二
種
混
合（
破
傷
風
・
ジ
フ
テ
リ
ア
）

ワ
ク
チ
ン

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、
平
成
１７
年

５
月
か
ら
当
面
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

再
開
さ
れ
た
と
き
は
次
の
よ
う
に
変
更
に

な
り
ま
す
。

第
３
期
（
中
学
校
３
年
生
）
は
、
中
止
に
な

り
ま
す
。
第
２
期
に
つ
い
て
も
小
学
校
で
の
集

団
接
種
か
ら
主
治
医
の
も
と
で
の
個
別
接
種
に

変
わ
り
ま
す
。
料
金
は
無
料
で
す
。

【
対
象
者
】

９
歳
以
上
１３
歳
未
満
（
標
準
的
な
接
種
時
期

は
小
学
校
４
年
生
時
）

詳
し
く
は
４
月
に
お
配
り
す
る
「
健
康
づ
く

り
計
画
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
本
脳
炎（
第
２
期
）

予防接種が変わります



朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物�
や特産加工品、衣類や日用品など各種ありますよ。や特産加工品、衣類や日用品など各種ありますよ。�
連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物�
や特産加工品、衣類や日用品など各種ありますよ。�
連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

ファーマーズ朝市＆フリーマーケットファーマーズ朝市＆フリーマーケット
4月16日�　9：00～14：00�
場所：ノースヴィレッジ駐車場�

ノースヴィレッジ
　　イベント情報
ノースヴィレッジ
　　イベント情報

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物�
や特産加工品、衣類や日用品など各種ありますよ。�
連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物�
や特産加工品、衣類や日用品など各種ありますよ。�
連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

4月の
《動物ふれあいウィーク》（無料）
開催日　４月２日（日）
内　容　「うさぎレース」「動物の赤ちゃん

と撮影会」「動物トールペイント」
など

《山野草展》（無料）
開催日　４月８日（土）、９日（日）

《ポンテ・ペルレ2006》（無料）
世界のクラシックカーがやって来る
日　時　４月１５日（土）

８：４５～９：４５
内　容　ＳＳ競技クイズ、フォトコンテス

トなどの参加ができます。このほ
か宝さがしゲーム、うさぎレース
など終日遊べるイベントもありま
す。

《ゴールデンウィークフェスティバル》
（一部有料）

期　間　４月２９日（土）～５月７日（日）
内　容　芝生広場で宝さがしなどミニゲー

ム、各種団体による屋台村、ラン
チバイキングなどを開催。

《いちご狩り体験》（有料）
時　間 １０：００～１２：００、１３：００～１５：００
体験料　園内（採取した量により）

１５０円／１００ｇ
園外（食べ放題）
小学生以上　１，２００円
幼　　　児　 ６００円

探しています
牛の鞍及び首輪、代掻き用レーキ
お心当たりの人はご一報ください。拝見
におううかがいします。
�0868－38－1234
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お知らせのページ�

役場への電話・メール

総　務　部（�３８－３１１１）
soumu@town.shoo.lg.jp

産業建設部
農業・林業・農業委員会

（�３８－３１１２）
sangyou@town.shoo.lg.jp

土木・都市計画
（�３８－３１１３）

kensetsu@town.shoo.lg.jp

税務住民部
税　務（�３８－３１１４）
zeimu@town.shoo.lg.jp

国　　 保（�３８－３１１５）
戸籍・年金（�３８－３１１６）
choumin@town.shoo.lg.jp

健康福祉部（�３８－７１０２）
福　祉
fukushi@town.shoo.lg.jp

保健・環境
kankyouhoken

@town.shoo.lg.jp

上下水道部（�３８－３１１７）
上　水
suidou@town.shoo.lg.jp

下　水
gesuidou@town.shoo.lg.jp

出　納　室（�３８－１７５１）
suitou@town.shoo.lg.jp

教育委員会
教育振興部
学校教育（�３８－１７５２）
gakuji@town.shoo.lg.jp

社会教育（�３８－１７５３）
syakaikyouiku

@town.shoo.lg.jp

議会事務局（�３８－１７５４）
gikai@town.shoo.lg.jp

募
集�

危
険
物
の
取
り
扱
い
作
業
に
携
わ

る
の
に
必
要
な
資
格
を
取
得
す
る
危

険
物
取
扱
者
試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間

４
月
７
日（
金
）〜
２１
日（
金
）

▼
試
験
日

６
月
１１
日（
日
）

▼
場
　
所

【
甲
種
】

岡
山
大
学

（
岡
山
市
津
島
中
２
―
１
―
１
）

【
乙
種
・
丙
種
】

県
立
津
山
工
業
高
等
学
校

（
津
山
市
山
北
４
１
１
―
１
）

※
岡
山
市
・
倉
敷
市
で
も
受
験
可
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

津
山
圏
域
消
防
組
合
消
防
本
部

�
３１
―
１
１
１
９

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
岡

危
険
物
取
扱
者
試
験

（
甲
種
・
乙
種
・
丙
種
）

町議会選挙 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で町議会選挙 投 票 は 午 後 ６ 時 ま で

講
座�

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
と

し
て
、
再
就
職
を
希
望
す
る
女
性
を

対
象
に
、
パ
ソ
コ
ン
の
技
術
や
就
業

に
関
す
る
知
識
等
を
習
得
す
る
講
座

を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
　
時
　

５
月
１７
日（
水
）〜
６
月
２３
日（
金
）

（
毎
週
水
〜
土
曜
日
の
２３
日
間
）

１０
時
１０
分
〜
１６
時
１０
分

▼
場
　
所
　

津
山
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ア
ル
ネ
・
津
山
５
階

（
津
山
市
新
魚
町
１７
）

▼
申
込
期
間

４
月
１９
日（
水
）〜
２２
日（
土
）

※
津
山
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
へ

本
人
が
来
所
の
う
え
、
申
し
込
む

こ
と
。

▼
受
講
料

無
料
（
教
材
費
は
実
費
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

講
　
座

「貸します詐欺」に
ご注意ください

最近、大手金融機関などを装って「お金を

貸します」といった内容の偽者ダイレクト

メールや携帯メール等を送りつけて、保証金

や保険金名目でお金を騙し取る手口が急増し

ています。

被害に遭わないよう十分ご注意ください。

�問い合わせ先

東京都産業労働局金融部貸金業対策課

「貸します詐欺」被害ホットライン

�０３－５３２０－４７７５

タ
ー�

０
８
６
―
２
３
５
―
３
３
０
７

山
県
支
部

�
０
８
６
―
２
７
１
―
６
７
２
７

鶴
ヶ
逧
池
の

「
こ
い
の
ぼ
り
の
池
渡
し
」

恒
例
と
な
っ
た
豊
久
田
鶴
ヶ
逧
池
の
「
こ
い

の
ぼ
り
の
池
渡
し
」
が
４
月
１０
日
か
ら
５
月
１０

日
頃
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。
平
成
１６
年
に
豊
久
田

中
地
区
の
皆
さ
ん
が
「
地
域
に
元
気
を
」
と
始

め
て
今
年
で
３
回
目
。
皆
さ
ん
も
、
鶴
ヶ
逧
池

に
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

■
場
　
所

広
域
農
道
と
県
道
馬
橋
平
福
線
の
交
差
点
か

ら
東
へ
５
０
０
ｍ

「
こ
い
の
ぼ
り
」提
供
の
お
願
い

今
年
も
た
く
さ
ん
の
「
こ
い
の
ぼ
り
」
を
元

気
に
泳
が
せ
る
た
め
、
ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ

た
「
こ
い
の
ぼ
り
」
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
提

供
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
受
付
先

勝
央
町
役
場
総
務
部

�
３８
―
３
１
１
１

■
連
絡
先

盛
上
一
馬

�
３８
―
４
３
７
８

採
用
試
験
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
試
験
区
分

裁
判
所
事
務
官
Ⅰ
種
・
Ⅱ
種
、
家

庭
裁
判
所
調
査
官
補
Ⅰ
種

裁
判
所
職
員

採
用
試
験

▼
受
付
期
間

４
月
３
日（
月
）〜
１７
日（
月
）

※
申
込
書
は
、
簡
易
書
留
郵
便
、
ま

た
は
配
達
記
録
郵
便
で
提
出
す
る

こ
と
。

▼
第
１
次
試
験
日

５
月
２８
日（
日
）

▼
場
　
所

【
事
務
官
Ⅰ
種
・
Ⅱ
種
】

岡
山
市

【
調
査
官
補
Ⅰ
種
】

大
阪
市
な
ど

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

【
事
務
官
Ⅰ
種
・
Ⅱ
種
】

岡
山
地
方
裁
判
所

�
０
８
６
―
２
２
２
―
６
７
７
１

【
調
査
官
補
Ⅰ
種
】

大
阪
家
庭
裁
判
所

�
０
６
―
６
９
４
３
―
５
３
２
１

採
用
試
験
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
試
験
区
分

国
家
公
務
員
Ⅰ
種
・
Ⅱ
種
、
労
働

基
準
監
督
官
、
法
務
教
官
（
以
上
、

大
学
卒
業
程
度
）、
海
上
保
安
学
校

学
生
（
特
別
）（
高
校
卒
業
程
度
）

▼
受
付
期
間

・
国
家
公
務
員
Ⅰ
種
・
海
上
保
安
学

校
学
生
（
特
別
）

４
月
３
日（
月
）〜
１０
日（
月
）

・
労
働
基
準
監
督
官
・
法
務
教
官

４
月
３
日（
月
）〜
１４
日
（
金
）

・
国
家
公
務
員
Ⅱ
種

４
月
１４
日（
金
）〜
２５
日（
火
）

国
家
公
務
員

採
用
試
験

▼
第
１
次
試
験
日

・
国
家
公
務
員
Ⅰ
種

４
月
３０
日（
日
）

・
海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）

５
月
２１
日（
日
）

・
労
働
基
準
監
督
官
・
法
務
教
官

６
月
１１
日（
日
）

・
国
家
公
務
員
Ⅱ
種

６
月
１８
日（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
中
国
事
務
局

�
０
８
２
―
２
２
８
―
１
１
８
３

▼
受
付
期
間

４
月
３
日（
月
）〜
５
月
１２
日（
金
）

▼
第
１
次
試
験
日

５
月
２０
日（
土
）・
２１
日（
日
）

※
２１
日（
日
）は
、
飛
行
要
員
の
み

▼
場
　
所
　

岡
山
第
二
合
同
庁
舎

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
岡
山
地
方
連
絡
部
津
山
出

張
所�

２２
―
５
６
３
７

防
衛
庁
で
は
、
次
の
と
お
り
一

般
・
技
術
幹
部
候
補
生
を
募
集
し
ま

す
。

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

（
大
学
卒
業
程
度
）

国
税
庁
で
は
、
次
の
と
お
り
国
税

専
門
官
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

４
月
３
日（
月
）〜
１４
日（
金
）

▼
第
１
次
試
験
日

６
月
１１
日（
日
）

▼
場
　
所

岡
山
市

▼
申
込
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

津
山
税
務
署
総
務
課

�
２２
―
３
１
４
７

国
税
専
門
官
募
集

（
大
学
卒
業
程
度
）

岡
山
県
警
察
で
は
、
次
の
と
お
り

警
察
官
を
募
集
し
ま
す
。

▼
試
験
区
分

警
察
官
Ａ
・
Ｂ
（
１０
月
採
用
）、

警
察
官
Ａ
（
平
成
１９
年
４
月
採
用
）

警
察
官
Ａ（
大
学
卒
業
程
度
）・

Ｂ（
高
校
卒
業
程
度
）募
集

▼
受
付
期
限

４
月
１９
日（
水
）

▼
第
１
次
試
験
日

５
月
１４
日
（
日
）
及
び
１３
日
（
土
）、

２０
日（
土
）、
２１
日（
日
）の
い
ず
れ
か

▼
場
　
所

岡
山
市

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
第

二
係�

０
１
２
０
―
０
５
５
―
３
１
４



遊びにおいでよ遊びにおいでよ遊びにおいでよ
勝央　　術文学館 勝 央　　書 館美 図

開館時間：１０：００～18：00 　　　　　　　　　　�
休 館 日：くらしのカレンダーをご覧ください。�
ホームページ：http://www.town.shoo.okayama.jp/museum/index.htm

開館時間：１０：００～18：00 　　　　　　　　　　�
休 館 日：くらしのカレンダーをご覧ください。�
ホームページ：http://lib.town.shoo.okayama.jp/library/shoo-top.htm

「チャレンジ　ミッケ！①　おもちゃばこ」

（ウォルター・ウィック 作・糸井重里 訳／小学館）

写真の中に隠れてい

るものを探してね。画

面いっぱいの写真の中

から、銀色の太陽やポ

チポチ模様の犬、キラ

リと光る猫など探して

「ミッケ！」と言っ

ちゃおう。大人気の

ミッケ！シリーズと似ているけれど、今度のミッケ

は、探しっこしたあとに間違い探しや迷路あそびな

どの「おまけのゲーム」もついています。上手に隠

れているので、ついつい熱中してしまいます。大人

も子どももあそべる１冊です。

◆おはなしたいむ

絵本や紙芝居の読み聞かせをします。

・日　時：４月８日（土）、２６日（水）

１１時～ ３０分程度

・場　所：勝央図書館

・「魔女の笑窪」（大沢在昌 著／文藝春秋）

・「僕の散財日記」

（松任谷正隆 著／世界文化社）

・「マオ上・下－誰も知らなかった毛沢東－」

（ユン・チアン 著、ジョンハリデイ 著

・土屋京子 訳／講談社）

・「とうさんかあさん」（長野ヒデ子 作／石風社）

・「『右と左』の不思議がわかる絵事典

－自然界は謎だらけ！－」

（富永裕久 著／ＰＨＰ研究所）

・「カブトムシはなぜ飛べる

－ふしぎな自然のおり紙－」

（七尾純 著／国土社）

児 童 書

一 般 書

新着案内

今月のイベント

おすすめの１冊

【特別展示室・展示室】

特別展「水野恭子展」（～５月２１日�）
（前期：～４月２３日�、

後期：４月２９日�～５月２１日�）
【町民ギャラリー１】

第１７回余　を楽しむ会展（～４月９日�）
第２３回岐望会グループ展（４月１１日�～２３日�）
下山薫展（４月２９日�～６月２５日�）
（前期：４月２９日�～５月２１日�、

後期：５月２７日�～６月２５日�）
【町民ギャラリー２】

綺堂・六福と新国劇（～５月２１日�）

綺堂・六福と新国劇

新国劇とは、大正６年に俳優“沢正”の呼び名で

知られる沢田正二郎が、新しい国民演劇の創造を目

標としてつくった劇団です。『月形半平太』『国定忠

次』など、いわゆる剣劇を創始して広い支持を得ま

した。沢田正二郎が３６歳の若さで亡くなったあと、

辰巳柳太郎、島田正吾らを中心に活動を続け、昭和

期の代表的な大衆劇団となりました。その新国劇で

勝央町出身の劇作家、額田六福の作品が数多く上演

されました。額田六福が新国劇に関わった時代にス

ポットを当て、年譜にて上演された作品や俳優との

関わりを紹介しています。また実際に舞台公演され

た作品と舞台写真も展示しています。

恩師、綺堂より「綺堂からさらに前進することを

期待する」と言われ、『白野弁十郎』など代表作を

残しながら遂に追いつくことができなかった六福

の、度重なる

悲運とは？知

られざる劇作

家人生とは？

ぜひご来場

いただき、六

福の世界に触

れてみてくだ

さい。

今月のトピック

今月の展示
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『小梶丸』初演　友右衛門（沢田正二郎）
小梶（久松喜世子）常二郎（中井哲）

門�胤



図２　ゴミの種類における割合�

ゴミ処理年間費用（平成１６年度）�
８２，２２７，０１８円�
（１人当たり　 7,111円）�
（１ｔ当たり　 39,139円）�
（１日当たり　338,383円）�

※稼働日数：243日�

資源ゴミ�
13.3％�

不燃ゴミ�
5.0％�

可燃ゴミ�
81.7％�
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（費用：百万円）�
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2,140

（量：ｔ）�
2,160

平成１４年度�平成１５年度�平成１６年度�平成１７年度（推定）�

図１　ゴミの量と費用の推移�

東部衛生施設組合負担金�

清掃費�

ゴミの量�

遊びにおいでよ遊びにおいでよ
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勝央町ゴミ事情勝央町ゴミ事情勝央町ゴミ事情
わたしたちのまちを守っていこう�

環境ゴミ問題　シリーズ①

こ
こ
数
年
、
ゴ
ミ
に
関
す
る
問
題
が
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

現
在
の
勝
央
町
に
お
け
る
ゴ
ミ
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ゴ
ミ
の
量
、
処
分
に
か
か
る
費
用
を
中
心
に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

図
１
で
は
、
平
成
１４
年
度
か
ら
平

成
１７
年
度
（
推
定
）
に
出
た
ゴ
ミ
の

量
と
処
分
に
か
か
っ
た
費
用
の
推
移

を
表
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
の
量
は
、
平
成
１５
年
度
を

ピ
ー
ク
に
平
成
１６
年
度
、
平
成
１７
年

度
と
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
費
用

に
つ
い
て
、
清
掃
費
は
ゴ
ミ
の
量
に

比
例
し
て
増
減
す
る
の
に
対
し
、
東

部
衛
生
施
設
組
合
負
担
金
は
、
ゴ
ミ

の
処
分
費
と
施
設
の
更
新
等
に
か
か

る
費
用
を
負
担
す
る
も
の
で
す
。

図
２
は
、
ゴ
ミ
に
お
け
る
可
燃
ゴ

ミ
、
不
燃
ゴ
ミ
、
資
源
ゴ
ミ
の
割
合

を
表
し
て
お
り
、
可
燃
ゴ
ミ
だ
け
で

８０
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

振
り
返
っ
て
…

ゴ
ミ
の
量
が
増
え
れ
ば
、
当
然
そ

れ
に
か
か
る
処
分
費
も
増
え
て
い
き

ま
す
。
た
だ
、
全
体
の
ゴ
ミ
の
中
で
、

可
燃
ゴ
ミ
が
８１
・
７
％
と
高
く
、
ま

だ
こ
の
中
に
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
資

Ｑ．ペットボトルのキャップ
やラベルは？
Ａ．キャップやラベルは、資源ゴ
ミ（プラスチック製容器包装）に

なりますので、ペットボトルの

キャップとラベルを取り（リング

は取らなくてもよい）、資源ゴミ

として出してください。

なお、透明ペットボトルは資源

ゴミ（ペットボトル）に、色付

ペットボトルは資源ゴミ（プラス

チック製容器包装）になります。

Ｑ．乾燥剤や使い捨てカイロ
は？
Ａ．乾燥剤は可燃ゴミ、使い捨て
カイロは小型不燃ゴミ（唐津・ガ

ラス類）になります。

このゴミどう出すの？

源
ゴ
ミ
が
多
く
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

今
ま
で
よ
り
も
も
う
少
し
分
別
を

し
、
ゴ
ミ
に
か
か
る
処
分
費
を
抑
え

る
と
と
も
に
、
地
球
環
境
の
こ
と
に

も
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
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A wonderful taiko performance in March was
perfect timing this month.  I gave a farewell
speech to over 100 JHS students the week
before.  When I played my guitar, I felt both
tense and excited.  I’m sure the taiko performers
did too.
"Your face was bright red, with nerves..." wrote

one student.  That’s right.  But tension, excite-
ment and potential disaster separate practice
from the real thing.  Meaningful personal develop-
ment is about more than just practice.  I also
think playing music is like speaking a language.
Smoothly using what you’ve practiced in a real
situation is a challenge.  Yet, if you can convey
thoughts, feelings or melodies, it’s an amazing
feeling.
Recently, I enjoyed playing my guitar with a

class recorder practice.  I learnt another tune,
too.  At the taiko concert I saw many people 

filming.  While I didn’t
record mine, it’s still a pre-
cious memory.  It’s now
time to practice for a new
challenge, a ski event in
Nagano.

NOTHING LIKE THE REAL THING 「本番の味」

今回の記事とちょうどよいタイミングで、勝間田

小学校の４年生のすばらしい太鼓演奏がありまし

た。１週間前、私は中学校の卒業生１００人以上の前

で話をしました。私はそのときギター演奏をして、

緊張すると同時にわくわくした気持ちにもなりまし

た。太鼓を演奏した子どもたちも同じ気持ちになっ

たと思います。

「顔が真っ赤で、緊張したな」という生徒の感想

がありました。もちろん。しかし、緊張感、興奮、

失敗の可能性は練習と本番の大きな違いでしょう。

どんなことでも、練習だけでは身につきません。楽

器を弾くことは、外国語のようなものと思います。

練習したことを自由に実際の場面で使えるまでに

は、努力が必要です。でも、それで自分の考えや、

気持ち、いい音楽を伝えられれば、最高ですね。

最近、小学校３年生の子どもたちのリコーダー練

習にギターで参加して、いい交流ができました。新

しい曲も学べました。太鼓の演奏会で、ビデオで撮

影中の人をたくさん見

ました。私の演奏は撮

影をしなかったです

が、貴重な思い出です。

今度、長野でスキーへ

の新しい挑戦があり、

練習したくなりまし

た！
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サ
ン
サ
ン
学
園
川
柳
　
兼
題
「
残
る
」�

堪
忍
袋
い
っ
ぱ
い
つ
め
て
も
ま
だ
残
る

鳥
家
二
三
子

残
り
湯
に
疲
れ
流
し
て
明
日
を
待
つ

鳥
家
さ
き
代

孫
残
し
家
族
で
帰
る
お
正
月

佐
古
　
安
代

喜
寿
の
坂
ど
ん
な
足
跡
残
る
か
な

石
川
や
す
子

あ
の
時
の
意
志
の
弱
さ
に
悔
い
残
る

藤
原
は
つ
え

残
る
日
日
元
気
で
暮
ら
す
知
恵
探
す

鳥
家
　
立
子

趣
味
道
楽
残
り
の
道
は
忙
し
い

阿
黒
　
清
美

残
さ
れ
た
命
に
欲
が
深
す
ぎ
る

米
山
加
住
女

多
す
ぎ
て
災
い
を
呼
ぶ
遺
産
か
な

鳥
家
佳
代
子

神
詣
で
余
生
静
か
に
老
い
の
春

山
田
　
露
子

好
き
な
こ
と
諸
に
た
の
し
む
残
る
日
日

宮
野
　
節
子

残
し
柿
烏
の
餌
に
と
四
個
五
個

森
本
み
さ
え

残
り
火
に
う
め
し
焼
き
芋
探
し
出
す

田
福
登
美
子

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

勝
央
俳
句
会
三
月
例
会
作
品
抄

つ
む
じ
風
野
火
狂
は
せ
て
お
そ
ひ
来
る

河
本
　
啓
子

校
庭
に
春
風
広
げ
子
等
遊
ぶ

井
並
　
充
子

早
暁
に
窓
を
開
け
れ
ば
そ
こ
に
春

小
林
　
薫
女

線
香
の
煙
の
ど
か
や
山
の
寺

室
井
　
稔
子

会
合
へ
野
火
の
匂
い
を
運
び
来
る

竹
久
　
英
子

晩
学
の
句
会
の
さ
そ
ひ
水
温
む

河
野
　
栄
子

抱
き
あ
ぐ
る
嬰
の
く
び
れ
や
春
帽
子

国
正
　
鈴
子

竹
林
に
お
わ
す
羅
漢
に
陽
の
ぬ
く
し

下
山
　
智
江

小
魚
の
動
き
初
め
し
か
春
の
川

水
嶋
　
鮮
子

若
き
ら
に
歩
幅
お
く
る
る
春
隣

山
田
　
充
惠

春
雪
や
変
り
て
今
朝
は
雨
と
な
り

福
嶋
惠
美
子

手
入
れ
せ
ぬ
花
の
つ
ぼ
み
が
春
を
告
げ

宮
野
　
節
子

春
浅
し
乳
白
色
の
大
気
か
な

宮
野
　
潤
子

梅
の
花
ぽ
つ
ぽ
つ
咲
き
つ
陽
の
ぬ
く
み

浜
田
と
よ
子

春
風
や
文
化
ホ
ー
ル
に
観
る
歌
舞
伎

長
船
　
久
志
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■町社会福祉協議会へ
◇黒　土　田淵　常由（亡父　富男）

黒土老人クラブ、黒土あけぼの会にも

◇植月東　竹久　雅康（亡母　松惠）

◇植月東　石川　義夫（亡母　和子）

◇植月中　福田　　明（亡父　歳夫）

植月中老人クラブにも

◇植月北　鳥家　哲男（亡妻　全代）

◇植月北　水島宗一郎（亡父　正夫）

◇美　野　丸尾　佳二（亡母　幸子）

美野老人クラブにも

◇石　生　宮本　弟二（亡母　フジノ）

河原石生老人クラブにも

■町へ
◇吉野小学校３年生

人の動き 平成１８年３月１日現在

人　口　１１，５６７人（前月比　＋４）

男　５，５５３人　　女　６，０１４人

世帯数　３，９２８世帯（前月比　＋８）

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

平成１８年４月分から平成１９年３月分

までの国民年金保険料は、従来より２８０

円引き上げられ、月額１３，８６０円になり

ます。

国民年金保険料は、平成１６年の法律

改正により、平成２９年度まで毎年度月

額２８０円ずつ引き上げられ、最終的には月額１６，９００円

（平成１６年価格）となる予定です。これは、年金を支え

る力と給付のバランスを取り、年金財政を長期にわた

り安定させるためのものです。

また、基礎年金額の３分の１（将来は２分の１）は、

国庫負担（税金）で賄われていますので、若者であっ

ても平均的に長生きすれば、納付した保険料の１．７倍

以上の年金が受け取れる計算となります。

なお、国民年金保険料の納付は『口座振替』のご利

用をお勧めします。毎月納付する手間が省けるうえ、

当月末振替の「早割り」や「前納制度」を利用すれば、

保険料が割り引きとなりお得ですので、ぜひご利用く

ださい。

便利でお得な口座振替は、口座をお持ちの金融機関

や郵便局の窓口でお申し込みいただけます。

詳しくは、津山社会保険事務所（�３１－２３６３）

へお問い合わせください。

国民年金の
保険料が改定されます

国
民
年
金

だ
よ
り

央勝かやわさ

黒籔　真
まさ

代
よ

さん
（岡／２６歳）

★お仕事は？
ＪＡ勝英。窓口業務を担当。
★趣味は？
スノーボード。
★理想の異性は？
他人に親切な人。
★今、やりたいことは？
海外旅行（ヨーロッパ）。
★最近の出来事は？
初めて北海道に行きました。
スノーボードをして美味しいものを食べて
きました。
★まちに一言
住みよいまちだと思います。
勝央町が大好きです。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
勝
央
町
在
住
で
頑
張
っ
て
い
る
若
者
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
紹
介
し
ま
す
。

掲
載
希
望
の
人
は
、
自
薦
・
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
勝
央
町

役
場
総
務
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

科
の
山
下
み
ど
り
さ
ん
が
、

３
年
間
支
え
て
く
れ
た
友
だ

ち
へ
、親
へ
、先
生
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
と
「
母
校
に
恥
じ

ぬ
よ
う
、
自
分
に
恥
じ
ぬ
よ

う
、謙
虚
に
、前
向
き
に
精
一

杯
精
進
し
て
い
き
た
い
」
と

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

盛
大
な
中
に
も
厳
粛
に
行

わ
れ
た
卒
業
式
。
最
後
に
校

歌
を
力
強
く
歌
い
、
職
員
・

在
校
生
・
保
護
者
・
来
賓
の

拍
手
に
送
ら
れ
な
が
ら
卒
業

生
た
ち
は
学
舎
を
あ
と
に
し

て
い
き
ま
し
た
。
卒
業
生
の

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま

す
。

年
生
あ
り
が
と
う

〜
６
年
生
を
送
る
会
〜

勝
間
田
小
学
校

６

夢

▼
表
紙
の
写
真
は
、
３
月
５
日
に
ノ
ー
ス

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
行
わ
れ
た
勝
央
町
金
時
健

康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
。
約
２
０
０
人
が

春
の
息
吹
を
感
じ
な
が
ら
ノ
ー
ス
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
の
園
内
を
力
走
し
ま
し
た
。

▼
今
月
号
か
ら
紙
面
を
少
し
変
更
し
ま
し

た
が
、
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。
よ
り
見
や

す
く
、
分
か
り
や
す
い
広
報
紙
に
な
る
よ

う
、
新
年
度
、
気
持
ち
を
新
た
に
邁
進
し

て
い
く
所
存
で
す
。

ま
た
、
今
月
号
か
ら
新
企
画
を
２
つ
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
１
つ
は
「
環
境
ゴ
ミ
問

題
」
を
１
年
間
に
わ
た
り
取
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。
堅
苦
し
い
内
容
で
は
な
い
の
で
、

今
よ
り
も
も
う
少
し
ゴ
ミ
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

も
う
１
つ
は
「
さ
わ
や
か
勝
央
」。
こ
れ

か
ら
の
勝
央
町
を
担
う
、
頑
張
っ
て
い
る

若
者
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。
身
近
に
頑
張
っ
て
い
る
若
者
が

い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

▼
４
月
は
花
見
の
季
節
で
す
。
こ
の
あ
と

が
き
を
執
筆
し
て
い
る
こ
ろ
は
、
梅
の
花

さ
え
見
か
け
ま
せ
ん
が
、
桜
の
花
は
ど
う

や
ら
早
く
咲
き
そ
う
で
す
。
こ
の
広
報
紙

が
発
行
さ
れ
る
こ
ろ
に
は
、
こ
の
辺
り
で

も
桜
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
。
今
か
ら
花
見
が
楽
し
み
で
す
。

あ
と
が
き

の
実
現
に
向
け
新
た
な
一
歩
を

勝
間
田
高
校

卒業証書授与のようす

荒

３
月
１
日
、
勝
間
田

高
校
第
１
０
２
回
卒
業

式
が
行
わ
れ
、
普
通
科

と
専
門
科
合
わ
せ
て
１

４
３
人
の
卒
業
生
が
将

来
へ
の
夢
と
３
年
間
の

思
い
出
を
胸
に
、
就
職

や
進
学
な
ど
の
新
し
い

道
へ
の
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

真
木
茂
校
長
が
各
ク

ラ
ス
の
代
表
に
卒
業
証

書
を
手
渡
し
、「
勝
間

田
高
校
の
卒
業
生
と
し

て
の
誇
り
と
自
信
を

持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
は

な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し

た
。卒

業
生
を
代
表
し
て
普
通

ま
し
た
。

会
場
中
に
友

情
の
花
が
咲
い

た
の
は
サ
イ
ン

会
で
す
。
在
校

生
は
、
優
し
い

６
年
生
に
サ
イ

ン
と
握
手
を
一

杯
も
ら
い
ま
し

た
。

校
長
先
生
か
ら
は
、
み
ん

な
頑
張
っ
た
と
い
う
励
ま
し

の
言
葉
と
、
ギ
タ
ー
演
奏

「
さ
く
ら
」
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

児
童
会
役
員
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
６
年
生
が
花
の

ア
ー
チ
と
拍
手
に
送
ら
れ
て

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

３
月
９
日
、
児
童
会
主
催

で
「
６
年
生
を
送
る
会
」
を

し
ま
し
た
。

花
の
ア
ー
チ
の
中
を
６
年

生
が
入
場
し
、
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
児
童
会
役
員
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
各
学
年
の

出
し
物
で
す
。

４
年
生
、
１
年
生
、
３
年

生
、
２
年
生
、
５
年
生
の
順

で
行
い
ま
し
た
。
合
奏
、
ク

イ
ズ
、
６
年
生
の
名
前
を
呼

ぶ
、
６
年
生
へ
の
エ
ー
ル
、

○
×
ク
イ
ズ
、
６
年
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
行
い
ま
し

た
。次

に
、
６
年
生
が
お
礼
の

気
持
ち
を
こ
め
て
、
合
奏

「
ル
ー
ジ
ュ
の
伝
言
」「
と
な

り
の
ト
ト
ロ
」、
合
唱
「
３

月
９
日
」
を
在
校
生
に
贈
り

宿題のほかに
「宿題が出ないと、勉強しない
子」のことが話題になっています。
新学期を迎えた今、家庭学習の
あり方をもう一度確認して、宿題
が出なくても、家で勉強する子ど
もにしたいものです。
○復　習
今日、学校で勉強した本やノー
トを読み返し、記憶を確かにし
ます。
○復習の発展
習ったことを、もっと詳しく参
考書や辞書で調べたり、応用の
問題を解いたりして、自分の知
識や考えを深めます。
○予　習
明日、勉強する教科書の下調べ
をします。前もって、教科書や
参考書を読み、分からない言葉
を調べ、問題を解いてみると、
先生の話がよく分かります。

（教育委員会）

６年生を花のアーチで送る


